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 図－37 図－38 

〈図－37、38〉 それを実現する一つの道具として、フォーラムが立ち上がりました。2014

年の 6 月 9 日です。ナノセルロースフォーラムです。ここに産官学のいろいろな研究者が集まっ

てきて、お互い情報交換をする。そういう場としてこのフォーラムができたわけです。 

現在の状況ですが、170 の企業に参加いただいています。それに加えて、経済産業省、環境省、

農水省、そういったところもフォーラムの会員になっていますし、愛媛県であるとか静岡県であ

るとかいったところもこのフォーラムの会員になっている。今まさにオールジャパンで、日本か

らこの材料を世界に向けて出していこうという体制が整いつつあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－39 

〈図－39〉 そのきっかけになった一つは、2014 年の成長戦略『「日本再興戦略」改訂 2014』

です。そこに、「セルロースナノファイバーの研究開発等によるマテリアル利用の促進に向けた取

り組みを推進する」ということが明記されました。実は、材料として書かれたのはこれだけです。

成長戦略の中に唯一（材料として）書き込まれました。 
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図－40 

〈図－40〉 そしてそれを支援する体制としまして、ナノセルロース関係省庁連絡会議が 2014

年の 8 月に発足しました。そこは一番川上が農水省、そして川中のものをつくるところが経産省、

実際に社会実証、社会実装をする部分が環境省、基礎的な研究は文部科学省、建築用途等への展

開ということで国交省がオブザーバーで入るというような、日本の省庁の力関係の中ではあまり

あり得ないことが起こりました。横串が一つ通ってみんなで情報共有を図るとともに、施策の連

携についての相談をしましょうと。それによってこのフォーラムを支援していこうという体制が

できました。2014 年の 8 月のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－41 

〈図－41〉 その後それが今、地域地域にどんどん展開されています。近畿経済産業局が部素材

産業─CNF 研究会を 2014 年の 11 月に発足させました。静岡は 2015 年の 6 月だったと思いま

すが、ふじのくに CNF フォーラムを静岡県知事がヘッドになって立ち上げました。今さらに熱

いのは四国です。四国は「紙國」ということで、愛媛、高知は昔から紙産業が盛んな地域ですが、

そこで新しい産業を起こそうじゃないかと。四国全体で考えれば森林資源は豊富ですし、紙産業

は盛んですし、先端的な素材をつくっていく企業としては帝人などもあるわけですから、みんな
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が連携することによって新しい産業を起こせるのではないかということです。さらには九州です。

そんなことで今どんどんどんどん、地域地域へとナノセルロースに関する動きというのは拡がっ

てきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－42 

〈図－42〉 そして今年、『「日本再興戦略」改訂 2015』にもセルロースナノファイバーの研究

開発の促進がもう一度明記されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－43 

〈図－43〉 少しまとめたいのですが、日本の人工林では毎年 1500 万トンずつセルロースナノ

ファイバーが増えています。先ほど言いましたように、人工林は使っているけれども 7500 万

m
3
ずつ増えているのです。これはセルロースナノファイバーの量として、1500 万トンあります。

1500 万トン増え続けています。どういう量かといいますと、1 年間にわが国が消費するプラスチ

ックスの量というのは 1000 万トンです。それの 1.5 倍の量が、この軽くて高強度で熱による伸

び縮みが小さく、場合によっては食べてもいいセルロースナノファイバーとしてあります。ミカンの

房に含まれています。セロリ、レタス、みんなセルロースナノファイバーでできています。筍は

セルロースナノファイバーと蛋白質、でんぷんでできたものですが、それを皆さん食べています。
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そういう食料として食べているもの、あるいは構造用途に使えるもの、そういったセルロースナ

ノファイバーがこの国では毎年、年間消費するプラスチックスの 1.5 倍の量が増えており、資源

的には非常に豊富なものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－44 

〈図－44〉 ということで将来のイメージなのですが、20 世紀はこれまで化石資源依存型の産

業として、遠い距離を原油をタンカーに積んで日本に持ってきて、コンビナートでナフサ等に分

けていろいろなものをつくっていた。この材料がもっともっと発展していくと、将来は裏山の木

を持ってきて高性能の部素材をつくり、それが自動車、家電品、建材、IT 部品、包装・容器と

いったところに使われ、海外にどんどん輸出していくような時代が来るのではないかと思っています。 

 

■ まとめ：未来資源としての木材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－45 

〈図－45〉 ここからまとめです。実は人間性あふれる文明の創造がこの財団の趣旨である、狙

いであるという話を最初にさせていただきましたが、この材料がそういうものとどう関わってく

るのだろうということを、少し説明させていただきたいと思います。未来の資源として木材をど

う考えるか、ということです。 



 26

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－46 

〈図－46〉 「A porous three dimensional polymer composite composed of crystalline 

nanofibers」という言葉があります。日本語に訳しますと「結晶性のナノファイバーからなる多

孔性 3 次元高分子複合体」。テニスのラケットなんかはその一番いい例なのですが、ただ、ナノ

のファイバーではありません、炭素繊維ですから普通のマイクロファイバーですけど、そういっ

たものからそのような構造をつくってテニスのラケット、ゴルフのシャフト、そんなものができ

ているわけです。それがもっと将来進化して発展していくとどうなるかというと、ナノ繊維から

できた多孔性の 3 次元の高分子複合材料になっていくだろう。もうむちゃくちゃ先端的な材料の

形です。porous で three dimensional なポリマー材料、しかもそれは結晶性のナノ繊維で補強さ

れている。普通聞くとものすごいことだ。そんなものを人間がつくれるのかと思うわけですが、

身近にある木材がまさにそれなのです。 

 面白い話がありまして、Roger Rowell という先生から聞いた話です。この先生は木材の化学

修飾、薬品を使っていろいろな性質を変えるということを専門にされてきている先生なのですが、

あるアメリカの学会で木材の化学的な修飾について講演をするといったら、ほとんど人が集まら

なかった。だけれども、porous three dimensional polymer composite composed of crystalline 

nanofibers の chemical modification（化学修飾）について話をするといったら、会場に人があ

ふれるぐらい集まってきた。そんな笑い話をその先生はされるのです。木材というのは実はそう

いう材料なのです。ものすごくポテンシャルがある。あまりに身近すぎて、私たちはその可能性

を日頃あまり感じることがないのではないかと思うのです。例えば割り箸。お弁当を食べたらち

ょっと邪魔だからポキンと折って、その食べかすの中に入れてしまうとか、ティッシュペーパー

で鼻をかんで丸めて捨ててしまうとか、コピー用紙でミスコピーがあったら、腹が立ったらビリ

ビリッと破ったりする。何か紙とか木材というのは弱い存在だと思っていたんじゃないかなと思

いますが、実はこれは鋼鉄の 7 倍も 8 倍も強いナノ繊維で出来上がった、しかも配向性もちゃん

と制御された素晴らしい先端素材なのです。
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図－47 

〈図－47〉 そこでこれからのバイオマス材料というのはどこに行くだろうかということを、

ちょっとこの図で考えてみたいと思います。木材があります。これをブレークダウンしていきま

すと、細胞からできていて、そこから鉄筋だけを取ったのが紙の原料のパルプです。それをさら

にほぐしたのがナノファイバー。それをさらにほぐし、分子のレベルまでいってセルロースにし

て、酵素の働きで切っていってグルコースにし発酵させてエタノールにすればお酒になります。

でんぷんからももちろんつくってもいいわけですが、セルロースからもエタノールをつくること

ができる。エタノールができればいろいろなプラスチックスができます。でもこれは何をやって

いるかというと、エネルギーをものすごくかけてブレークダウンをして、またエネルギーをかけ

て、結局できるのは今の石油由来の製品を置き換えた程度のものしかできないわけです。きょう

お話したセルロースナノファイバーというのは、そこまではほぐさない。ナノファイバーで止め

る。結晶性のナノ繊維という形にしておいてもう一度再構築していきますと、車をつくれるよう

なものになります。 

 そうすると次は何だろうか。私はパルプだろうと思っています。世界でみんなセルロースナノ

ファイバーの研究をやっている中で、私たちも「ナノファイバーだ、ナノファイバーだ」と言っ

ているのですが、心の中では実はパルプを何とかしようと思っています。このほうがよりつくる

エネルギーは少ないですし、素晴らしい構造をもともと樹木はつくり出してくれているのです。

その構造をうまく使うことが、より高性能のものをつくることにつながるのではないかと思って

います。 

 将来的にはたぶん、木材がそのまま飛行機の材料に変わる、そういう時代が来るかも知れない

と思います。木造の飛行機をつくるという話をすると笑われるわけですが、でもこういった木材

の構造というのを理解しますと、そういうことが起こっても決して遠い将来を考えたときには不

思議ではないのではないかと、私は思っているわけです。省エネルギー的にものをつくるという

ことは、いかにお金をかけないか、です。低コストでより高性能のものをつくるということが、

これからの時代で重要になってくるだろうと思います。 
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■ 未来に向けて“Made in Japan”から“Made by Japanese”へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－48 

〈図－48〉 未来に向けてということで、私は「“Made in Japan”から“Made by Japanese”へ」

だと思っています。それにはすごく強い思いがあります。日本でつくったというのではなくて、

日本人がつくった。何かそういうものがつくれないかなと思っています。そのためには、バイオマ

スの利用というのは日本人に非常にうってつけなものではないかと思うのです。 

 例えばこんな考え方です。バイオマス資源を利用するということには、作り手の戦略に沿った

流れがあります。石油由来のものとか鉄鉱石由来のものというのは、人間がつくったマンメイド

なのです。ところがセルロースナノファイバーの材料を作る中で、一番難しいこのセルロースナ

ノファイバーをつくる部分は、もう植物が何億年も前からやってくれているのです。もともと陸

の上に植物が上がったのは 5 億年前と言われていますが、そのさらに何億年も前から、海の中で

このセルロースナノファイバーというのはつくり出されていたのです。そういうことを植物はや

ってきている。その戦略が必ずあるはずで、その戦略に沿ったつくり方をしないと、お金ばかり

かかって大して性能の出ないものになってしまうのではないか。 

 でも、その流れに沿った利用をうまくすることができれば、省エネルギー的に高機能の材料を

つくることができるだろうと思っています。それはこの 21 世紀に求められるもの、時代の要請

だろうと思うわけです。いかに省エネルギー的に高機能のものをつくっていくのかということに

なります。 
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図－49 

〈図－49〉 その際やはり考えなければいけないことは、この 4 つかなと思っています。一つは、

バイオという言葉が付くものというのは、人知を超えたものなのだと。まずそういうことから入

ったほうがいいのではないでしょうか。「バイオの力で」とときどきテレビのコマーシャルの中で

ありますし、バイオのブリーチングだとかもありますが、ああいうものは人間ができないことを

実はやってくれているから商品としてこういうふうにあるのですよ、ということですね。 

 そういう人知を超えたものの力を借りて材料をつくっていくというのが、生物資源を用いた材

料の開発である、つまり、それは生き物の力をどうお借りするのかという、借り方の勉強がバイ

オ材料の開発なんだろうなと思うんですね。そのためにはやはり作り手の思いを何とか理解しよ

うとして、植物の構造とかそういったものを明らかにしていく。 

 その中で“Sense of wonder of nature”、自然への驚きということが一番大事です。「こんな

すごいことをやっているんだ」と。木材をただ割り箸として見るのではなくて、その構造、構造

を深く深く理解していくと、やはりそこには驚きがあるのです。こんなすごいことを何億年も前

から植物はやっていたんだという、そういう尊敬の念というかリスペクトがありますと、やはり

バイオテクノロジーといっても同じ生物として同じ目線で開発をしていくことができるだろうと

思います。人間が上に立って、全て人間がコントロールするんだと思うようなことでいくと、

必ずどこかで歪みが生じると思うのです。つまり、人間の都合に合わせて材料開発をし何かもの

をつくっていこうとすると、必ずそこには歪みを生じると思っています。バイオテクノロジーと

いっても人間が決して偉いわけではなくて、自然への驚き、”Sense of wonder of nature”とい

うものを大切にして、どうやったら生き物からその力をお借りすることができるのか。そういう

ことを一生懸命考えていくと、いつかは人知を超えた、人間の力ではつくり出せないものをつく

り出すことができるのではないかと思っているのです。 

 きょう冒頭で、この財団の設立趣意書ということで少し紹介をさせていただきました。これか

らの社会というのは新しい発想に基づくものづくりが、あるいは社会のあり方が必要なのではな

いか。私はその一つが、こういった作り手をリスペクトしてその力をお借りするんだよという考

え方だと思っています。これは日本人にはわりあいしっくりくるのです。木の気持ちとか、私は

tree's feelings と外国の人に言うのですが、「何だそれ」とだいたい彼らは言うのです。「木が
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気持ちを持ったら、それはモンスターだろう」と言うのですが、日本人はわりあいそうは思わな

いですよね。神社に行って大きなスギの木にしめ縄を張って、パンパンと手を叩いてお参りする。

やっぱりそれは大木に対するリスペクトの念であるとか、独特な感性を持っているわけです。そ

ういった、感性が生きたものづくりができるようになれば、日本から世界に向けて新しいものづ

くりのやり方といいますか、そういった部材の加工の仕方であるとか、素材のつくり方というの

を提案できるのではないかと思っているのです。 

 それが人間性あふれる文明の創造の一部になっていくのではないかと、私はこの財団のパンフ

レットを頂いたときに思いました。「ああ、自分が考えていることとこの財団が目指す方向性とい

うのは、わりあい近いところにあるな」と思いました。ただ単に車をつくります、電子デバイス

をつくります、パワーデバイスをつくりますというのでなくて、そのつくるベースには“Sense of 

wonder of nature”があって人間の知恵を超えたものをつくりたいという思いがやはり必要であ

りますし、私はそうありたいなと思って研究をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－50 

〈図－50〉 最後になりましたが、日本にはセルロースナノファイバーについて資源も知恵もあ

ります。国土の 7 割は森林です。毎年こういった研究の成果を京都で 3 月に発表しております。

今年は 3 月 22 日です。500～600 名の方に毎年お出でいただいているのですが、今年はこの材

料づくりのちょっと進化したところを皆さんにご紹介したいと思っていますので、もし関心があ

りお時間のある方がおられましたらご参加いただきたいと思います。ご清聴どうもありがとうご

ざいました。 
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【質疑応答】 

参加者： たいへん興味あるお話をありがとうございました。これを使い終わったときの捨て方

といいますか、例えばまた木に戻って循環していくのか、プラスチックも捨て方がい

ろいろ問題ですけども、廃棄の方法というのはどのようになりますか。 

矢野： プラスチックスでも私たちが自動車に使いたいと思っている材料は、熱可塑性の樹脂

にセルロースナノファイバーを分散させた FRP（繊維強化材料）にしようと思ってい

るのですが、これは実はマテリアルリサイクルができるのです。今の炭素繊維とかガ

ラス繊維というのは、一度 FRP の形にしてしまうともう一回砕いて再利用しようとし

ても性能がどんどん落ちてくるのですが、この材料は落ちないのです。ナノの繊維が

数 mm 単位のペレットに砕かれたとしても、それで壊れる部分というのはほとんどな

いので、もう一回それを溶かして型に打ち込んで成形ができることになります。 

でも最終的にはサーマルリサイクル（熱回収）ということで燃やして CO2 に還るわけ

ですが、もともと大気中の CO2 を固定してできた材料ですので、それがもう一度還る

のだということで、大きな目で見ればセルロースナノファイバーの部分については、

大気中の CO2 は増やさない。そういう材料だと考えています。 

 

参加者： たいへん面白いお話をありがとうございました。硬い板にしたものは結構重いので

すが、あれはつくり方からいうと普通は、セルロースはそんなに多くないですよね。

フェノール樹脂を含浸させたような形になっているというふうにプロセスが出ていた

と思うんですが、これでバインダー（接合剤）としてのフェノール樹脂とナノセルロ

ースとの割合、混合比、それからなぜそれが比重が 1.6 なんていう重い値になるのか、

教えてください。 

矢野： 先ほどお回しした白い板は、実は 100％セルロースのナノファイバーなのです。バイ

ンダーは一切入れていません。セルロースナノファイバーが、表面にある水酸基を介

して水素結合でバチッとくっ付いている。そこまでグーッと密度が上がってきますと、

もともとセルロースの結晶というのは密度が 1.6 あるので普通のプラスチックよりは

少し高い密度なのですが、そこまでしっかりと密着していくと、あの白い板も密度 1.5

近くになります。それであんな重いようなものになっています。 

参加者： これは熱をかけてこういうふうにするのですか。 

矢野： いや、普通に乾かすだけです。実はノウハウがありまして、熱をかけて乾かしていく

となかなか中の水分がうまく飛んでくれなくていろいろ変形してしまうので、冷蔵庫

に入れておくのです。ナノファイバーのドロッとしたもの、お餅のような感じのドロ

ッとしたものを冷蔵庫に 1 カ月間入れておくとああなるのです。その間、勝手に接近

していきます。例えば炊飯器で炊いたお米が干からびたらガチガチになりますね。あ

れはそのまま水分が抜けて、でんぷんがガチガチになるからです。ああいうことがナ

ノファイバーで起こっているのです。 

今おっしゃったように、確かに密度 1.5、1.6 というのはプラスチックとしては重いわ
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けです。そこで、密度が 0.92 とか 0.96 ぐらいのポリプロピレン、ポリエチレン、そ

ういうところにセルロースナノファイバーを 1 割ぐらい入れて、密度 1 を切るぐらい

の、ナイロンに入れて密度 1.05 ぐらいのものにします。それで 3 次元的な成形ができ

るような形にして、さらに発泡させるのです。プーッとふくらませますと、半分ぐら

いの密度ですが非常に剛直な成形体にすることができます。そういった技術をいろい

ろ合わせていって、自動車の外板をつくりたいと思っています。 

 

参加者： セルロースのレベルにまで持っていってそして加工するわけですけど、どういう木が

これにいいのかという、木の種類とかそういう違いはないのかなと。それによっては、

これからどういう木を植えたらいいかという話になってくるわけですよね。そのあた

りを聞かせていただきたいです。 

矢野： 非常にいいご質問だと思います。植物は、実はナノのレベルにまで持っていくとみん

な一緒なんですね。スギが来ようがヒノキが来ようが稲藁が来ようがみんな 20～

50nm で、それをシートにして強度を調べたり結晶を調べても一緒なのです。ですか

ら何億年も前からその構造をいじっていないのですね。しかし、やはりいろいろなス

ギがあったりヒノキがあったりするように、進化の過程でその高次構造、ナノの繊維

をどうやってさらに木材のようなああいう形にまでつくり上げてくるかという高次の

構造はバリエーションがあります。それはナノファイバーまで解繊していくときに影

響します。ほぐれやすい木もあればほぐれにくい木もあります。鉄筋だけじゃなくて

間に入っているコンクリートの成分も、抜けやすいものもあれば抜けにくいものもあ

る。そういったものを眺めて、ビジネスとしてどれを使うのが一番いいのかというこ

とを、今私たちの研究室で一生懸命やっているところです。 

だから最終的なナノファイバーにまでなればみんな一緒なのだけれど、そこまで持っ

ていく、あるいは樹脂の中にうまく混ぜ込んでいくコストを考えるときに、原料はや

はり最適なものがあるだろうということです。 

 

参加者： たいへん面白いお話でありがとうございました。論文数がわずか 10 年足らずで数百倍

から 1000 倍近くにも増えているというのは、世界中がそれを認めてそこの開発に集

中しているのだと思うのですが、何かそれにきっかけになるような初期のころの発見

とか開発とかがあったのでしょうか。 

矢野： 一つ重要な技術は、東京大学の磯貝先生が開発された、TEMPO という触媒を使って

すごく簡単にパルプをナノファイバーにまで持っていくという技術です。それが 2006

年に発表されたのです。それまではパルプを持ってきていろいろ機械的にほぐして、

ナノファイバーにまでするためのエネルギーをかけてそれなりの特殊な装置がなけれ

ばいけなかったのですが、TEMPO 酸化触媒という触媒さえあれば、これは普通に薬

品として手に入るのですが、誰もが、家庭にあるジューサーやミキサーで、TEMPO

酸化で処理したパルプを、牛乳パックをほぐしてドロッとするようなあんな要領で

ガーッと攪拌すると、ナノファイバーができてしまうのです。 
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すると、それまでは装置を持っていないと研究できなかった人たちが、みんな TEMPO

の触媒さえあればできるようになった。世界中にこの技術がワーッと広まった一つは

そこだと思います。ものすごくきれいなナノファイバーができます。4nm までできます。

それが一つのブレイクスルーの原因だと思っています。 

 

参加者： ナノファイバーとちょっと違うかもしれませんが、セルロースが硝酸とか銅アンモニ

ウム液に溶けて、レーヨン等ができますよね。それで糸にはできて、もっと太い糸だ

と思いますけど、これは紡糸を工夫すればかなり細い糸もたぶんできると思うんです

けれども、そういった可溶性セルロース成分は、レーヨンの利用とどこでくっ付いて

くるのかなと。 

矢野： 出来上がる繊維の太さというのが、レーヨンですとがんばってつくっても 5～10µm。ナ

ノの繊維はその 1000 分の 1 になりますので、同じ重量のものを持ってきたときに比表

面積はもう全然違います。そういう意味ではだいぶ違うものができるということが一つ。

それと、やはり銅アンとかそういうもので一度溶かして紡糸しますので、結晶構造とい

うのが壊れたり乱れたりするのです。セルロースナノファイバーが鋼鉄の 7 倍も 8 倍も

強い理由というのは、このグルコースでできたセルロースという分子鎖がピーンと伸び

て、お互い水素結合で結晶をつくっている。伸びきり鎖結晶というのですが、その結晶

構造があるゆえに軽くて強いのです。だから一度銅アンモニアレーヨンや何かで溶かし

てもう一回紡糸しますと、そういう構造というのが壊れてしまうのですね。そこでなか

なかそれだけの強度のものが出ない。その 2 つの理由だと思います。 

 

参加者： 文系の私でもすごく興味深いお話だと思って熱心に聞かせていただきました。先ほど

回ってきた板の場合ですと、例えばミカンの房とか分かりやすい素材でいうと、どの

ぐらいの量を使うとあのぐらいの大きさのものができるのでしょうか。 

矢野： 例えば木材から話をしますと、木材が 1kg ありますとパルプはだいたい 500g 作れま

す。リグニンやヘミセルロースを溶かし出して出てきたときというのは、だいたい収

率が 50％です。これを機械的にほぐしたりしていきますとナノファイバーになるわけ

ですが、500g はそのまま 500g になります。そこの間での量の減少というのはありま

せん。しかしながら、ミカンの房とかそういうものは、セルロース以外のペクチンだ

とかをいっぱい含んでいます。そういうものをきれいに取り除いていってナノファイ

バーだけにしなければなりません。その過程で、だいたい収率が 20％くらいに落ちて

きてしまいます。ただ、せっかくもともと食品であったものですから、そういったペ

クチンや何かも上手に使って、食べ物の中だとか化粧品の中だとかそういうところに

入れていくということを考えますと、それほど大きな減少はなく使えるのではないか

なと思います。 

ちょっと余談なのですが、いま化粧品の話が出ましたので一つご紹介したいのですが、

先月『日経トレンディ』という雑誌があって、そこが来年の注目商品・アイテムトップ

10 を発表しました。その第 4 位がナノセルロースコスメでした。化粧品の中にセルロー
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スナノファイバーが入っていくと、非常にみずみずしく、いつまでも保水性が高い。先

ほどお回ししたのは 0.7％ぐらいですし、つくり方によってはもっと少ない量でああい

うプルプル感が出せますから、そういったものが来年は来るだろうと。『日経トレンディ』

でも取り上げられるようになった、そういう材料です。 

 

参加者： たいへん素晴らしい講演をありがとうございました。一つだけご質問させてください。

素晴らしい目標はいろいろお聞きして感動しておりますけれども、途中で出てきた､

実用化に向けて一番大きな障壁というのはどういうものかを教えていただければと思

います。 

矢野： 出口はさまざまです。化粧品に使うのか食品に使うのか、構造用途に行くのか、電子

デバイスの透明材料なのか、あるいはパワーデバイスなのか。やっぱりそれぞれに応

じてハードルというのはいくつかあります。そのうちの 2 つだけちょっと説明させて

いただきますと、一つは、食品・化粧品への添加ということに関して、安全性の問題

があります。ナノ材料というのはいま､社会的にその安全性についていろいろ言われる

ことがあります。カーボンナノチューブであるとかそういうものが本当に安全かとい

う話でありますが、やはりそこのところをしっかりと明らかにしていかないと、食品

とか化粧品添加というのは難しいかなと。これはいろいろ研究が行われています。 

それから、構造用途への展開というのは、2.7 億トンのマーケットがプラスチックスで

あると言いました。そのうちの 5％をこれに置き換えれば 13 兆円だという話をしまし

た。非常に大きなマーケットです。ところがそういうマーケットというのはいかに低

コストでハイパフォーマンスなものを提供してくれるかということを求めるわけです。

ですから、パルプというのは実は 50 円／kg なのですが、先ほどもお話したようなあ

あいうドロッとしたナノファイバーまでもっていきますと、つくり方にもよりますが

今は 4000～5000 円／kg してしまうのです。せっかくあそこまでの構造が 50 円でで

きているのに、5000 円になってしまうと途端に炭素繊維、アラミド繊維と勝負しなけ

ればいけないということになって、非常にハードルの高いものになってしまいます。 

そこで私たちが開発している技術というのは、先ほどもパルプの話をしましたが、

パルプはナノファイバーの集合体です。これをプラスチックスと練って、練っている

間にパルプがほぐれてナノファイバーになってプラスチックの中に混ざるという技術

を開発しました。それでようやく、プラスチックスに混ぜた状態で､従来のいろいろな

添加剤を入れているプラスチックと変わらないぐらいの値段でつくれるようになりま

した。そういう技術をさらに上げていかなければいけないというハードルは、実用化

に向けてはあります。 

 

■ このレポートは平成 27 年 12 月 7 日コートヤード・マリオット銀座東武ホテルにおいて行われた、

第 136 回本田財団懇談会の講演の要旨をまとめたものです。本田財団のホームページにも掲載され

ております。 

講演録を私的以外に使用される場合は、事前に当財団の許可を得て下さい。 
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